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一
　
は
じ
め
に

下
田
歌
子
自
選
の
著
作
集「
香
雪
叢
書
第
一
巻
」紀
行
随
筆『
よ
も
ぎ
む
ぐ

ら
』（
昭
和
七
・
一
九
三
二
年
十
一
月　

実
践
女
学
校
出
版
部
）
は
、
下
田
が

記
し
た
紀
行
文
・
随
筆
を
二
十
編
収
載
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
掲
載
さ
れ
た

『
信
越
紀
行
』並
び
に「
信
越
紀
行
後
記
」は
、
明
治
三
十
二（
一
八
九
九
）年

八
月
九
日
～
九
月
七
日
の
三
十
日
間
に
及
ぶ
日
次
旅
日
記
で
あ
る
。『
信
越

紀
行
』に
は
全
八
十
二
首（
他
者
詠
も
含
む
）、「
信
越
紀
行
後
記
」に
は
全
二

十
六
首
と
一
句
（
他
者
詠
も
含
む
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
以
下
、『
信
越
紀

行
』
の
本
文
は
、「
香
雪
叢
書
」
所
収
本
に
拠
り
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
あ
ら

た
め
た
）。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
『
信
越
紀
行
』
は
下
田
の
伝
記
な
ど
で
触
れ
ら

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
記
述
を
中
心
に
据
え
て
論
及
が
な
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
作
品
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
帝
国
婦
人
協

会
創
立
当
時
の
下
田
歌
子
の
活
動
の
実
態
を
探
る
と
と
も
に
、
そ
の
根
底
に

あ
る
父
祖
意
識
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

下
田
歌
子
は
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
五
月
に
帝
国
婦
人
協
会
付

属
実
践
女
学
校
お
よ
び
女
子
工
芸
学
校
を
設
立
し
た
直
後
に
、
こ
の
旅
に
出

発
し
て
い
る
。
こ
の
旅
の
目
的
は
、
下
田
自
身
が『
信
越
紀
行
』冒
頭
に
、

　

み
す
ゞ
か
る
信
濃
の
国
よ
り
、
三み

こ
し
ぢ

越
路
の
果
ま
で
も
と
、
思
ひ
越
し

ぬ
る
は
、
ひ
と
へ
に
我
が
女お

み
な
ご子
達た

ち

の
（
マ
マ
）教
の
道
の
た
め
な
り
、（
中
略
）

い
と
善
き
事
、
さ
ら
ば
、
吾
等
も
同
じ
心
に
と
力
添
へ
て
、
諸も

ろ
ご
ゞ
ろ心
に
い

た
づ
き
励
ま
さ
る
ゝ
友
達
の
助
け
に
よ
り
、
や
が
て
、
さ
す
方
に
も
至

り
つ
く
よ
し
も
や
と
て
、
公
け
事
の
ひ
ま
〳
〵
に
営
み
た
て
つ
る
、
帝

国
婦
人
協
会
と
云
ふ
も
の
ゝ
集
ま
り
に
、
加
は
ら
ん
と
あ
る
人
、
さ
て

は
、
尚
さ
ら
ぬ
も
、
そ
ゝ
の
か
し
聞
え
ば
や
な
ど
、（
以
下
、
省
略
）

論

文

久
保 

貴
子

『
信
越
紀
行
』
と
下
田
歌
子
の
父
祖
意
識

―
付
・
東
條
琴
臺
石
碑
建
立
考
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と
記
し
て
い
る
。
旅
は
そ
の
地
に
女
子
教
育
を
定
着
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、

多
く
の
友
人
の
助
け
を
得
て
の
旅
で
あ
っ
た
と
下
田
は
記
し
て
い
る
。
さ
ら

に
帝
国
婦
人
協
会
の
集
ま
り
へ
の
勧
誘
も
目
的
に
し
て
い
た
ら
し
い
。
同
じ

く
文
末
に
も

　

此こ

度た
び

の
行
は
、
た
ゞ
信
濃
越
後
路
な
る
遠
き
う
が
ら
、
知し

る
ひ
と人
が
り
尋

ね
て
、
山
水
の
辺
り
に
、
し
ば
し
浮
世
の
夏
を
忘
れ
ん
と
云
ひ
つ
れ

ど
、
し
た
に
は
わ
が
会
の
た
め
、
且
は
我
が
同
胞
姉
妹
の
勤
め
怠
る
さ

ま
を
見
ん
と
志
し
つ
る
な
れ
ば
、（
九
月
七
日
）

と
あ
る
。
口
で
は
、
信
濃
越
後
路
の
友
人
に
対
し
て
避
暑
の
た
め
に
来
た
と

言
っ
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
会
の
発
展
の
た
め
、
友
人
た
ち
の
努
力
す
る
様

子
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
「
信

越
紀
行
後
記
」
に
も
「
明
治
三
十
三
年
の
夏
、
北
越
、
新
潟
の
支
会
を
巡
視

せ
ん
と
て
、
み
や
こ
を
立
ち
出
で
け
る
を
り
」と
記
し
て
い
る
。

こ
の
旅
で
、
下
田
歌
子
は
帝
国
婦
人
協
会
設
立
の
意
義
と
女
子
教
育
の

重
要
性
を
説
く
べ
く
遊
説
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
そ
の
た
め
の
視
察
を
行
っ
て

い
る
。
下
田
の
蒔
い
た
種
は
、
そ
の
考
え
に
共
感
し
た
支
援
者
た
ち
に
よ
っ

て
、
早
々
に
北
越
支
会
と
新
潟
支
会
の
結
成
と
い
う
形
で
実
を
結
び
、
そ
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
学
校
の
創
設（
北
越
女
学
校
、
新
潟
女
子
工
芸
学
校
）

へ
と
発
展
す
る
。

旅
の
成
果
は
大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
旅
を
記
し
た
著
作
も
、
遊
説
と
視
察

の
行
程
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
て
、
当
時
の
長
野
地
方
、
ま
た
新
潟
地
方
の

状
況
を
窺
い
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
資
料
的
な
価
値
も
高
い
作
品
で
あ
り
、
今
後
そ
う
し
た
見
地

か
ら
論
者
も
考
察
を
深
め
た
く
思
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
旅
の
折
々
の

下
田
の
個
人
的
な
心
情
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
下
田
は
旅
の
行
程
の
中
で
、
祖
父
東
條
琴
臺

の
旧
跡
を
訪
ね
て
い
る
。
下
田
が
新
越
地
方
に
関
心
を
抱
き
、
そ
の
地
で
の

教
育
活
動
を
行
っ
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
父
祖
意
識
か
ら
と
押
さ
え
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
本
稿
は
、下
田
が
父
祖
に
関
わ
る
神
社
に
言
及
し
た
こ
と
、

ま
た
祖
父
の
旧
跡
を
訪
ね
た
記
述
に
も
触
れ
、
さ
ら
に
付
編
と
し
て
二
十
二

年
後
に
祖
父
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
状
況
も
諸
資
料
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
　『
信
越
紀
行
』
の
成
立

ま
ず
、『
信
越
紀
行
』
の
成
立
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。『
信
越
紀
行
』
は
、

以
下
の
三
段
階
に
わ
た
り
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

1　

第
一
次　
「
日
本
婦
人
」（
帝
国
婦
人
協
会　

発
行
）

明
治
三
十
二
年
十
一
月（
一
号
）31
―
34
頁

明
治
三
十
二
年
十
二
月（
二
号
）56
―
62
頁

明
治
三
十
三
年　

一
月（
三
号
）69
―
75
頁

明
治
三
十
三
年　

二
月（
四
号
）62
―
66
頁

明
治
三
十
三
年　

三
月（
五
号
）80
―
81
頁

明
治
三
十
三
年　

四
月（
六
号
）83
―
87
頁

注
1
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明
治
三
十
三
年　

五
月（
七
号
）85
―
88
頁

明
治
三
十
三
年　

六
月（
八
号
）75
―
80
頁

明
治
三
十
三
年　

七
月（
九
号
）81
―
85
頁

明
治
三
十
三
年　

八
月（
十
号
）86
―
89
頁

〇「
信
越
紀
行
後
記
」（
原
題「
越
路
の
つ
と
」）

明
治
三
十
三
年　

九
月（
十
一
号
）80
―
83
頁

2　

第
二
次　
『
信
越
紀
行
』・「
信
越
紀
行
附
録
」

明
治
三
十
三
年
十
月 （
帝
国
婦
人
協
会　

刊
行
）

3　

第
三
次　
『
信
越
紀
行
』・「
信
越
紀
行
後
記
」

「
香
雪
叢
書
第
一
巻　

紀
行
随
筆『
よ
も
ぎ
む
ぐ
ら
』」所
収

昭
和
七
年
十
一
月（
実
践
女
学
校
出
版
部　

刊
行
）

繰
り
返
す
が
、『
信
越
紀
行
』
が
記
す
の
は
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）

年
四
月
の
帝
国
婦
人
協
会
私
立
実
践
女
学
校
お
よ
び
女
子
工
芸
学
校
創
設

か
ら
三
か
月
ほ
ど
を
経
た
、
初
め
て
の
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
の
旅
で
あ
っ

た
。
そ
の
旅
が
終
了
す
る
や
い
な
や
、
そ
の
後
、
時
を
置
か
ず
に
「
日
本
婦

人
」一
号
に
掲
載
が
開
始
さ
れ
、
以
降
明
治
三
十
三（
一
九
〇
〇
）年
八
月
の

十
号
ま
で
連
載
、
十
一
号
に
は
「
信
越
紀
行
後
記
」
を
載
せ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
翌
月
に
は
『
信
越
紀
行
』
と
し
て
こ
の
旅
日
記
を
単
行
本
に
纏
め

て
、
帝
国
婦
人
協
会
か
ら
刊
行
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
の
眼
で
見
て
も
、

こ
の
刊
行
の
速
さ
は
瞠
目
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
旅
で
視
察
し
た

信
越
地
方
の
女
子
の
生
活
と
教
育
の
現
状
報
告
と
下
田
の
考
え
を
、
い
ち
早

く
全
国
の
読
者
に
伝
え
る
目
的
で
の
連
載
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
雑
誌
「
日
本
婦
人
」
創
刊
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
一
部
を
謹
呈

す
る
旨
の
福
澤
諭
吉
子
息
・
福
澤
捨
次
郎
宛
、
下
田
歌
子
差
出
の
書
簡
は
、

当
時
の
下
田
の
高
揚
し
た
気
持
ち
を
今
に
伝
え
て
も
い
る
。

下
田
歌
子
は
、
明
治
天
皇
第
六
皇
女
常
宮
昌
子
内
親
王（
後
の
竹
田
宮
妃
）

と
第
七
皇
女
周
宮
房
子
内
親
王
（
後
の
北
白
川
宮
妃
）
の
御
教
育
掛
の
内
命

を
受
け
、
明
治
二
十
六（
一
八
九
三
）年
九
月
か
ら
明
治
二
十
八（
一
八
九
五
）

八
月
ま
で
の
約
二
年
間
、
西
欧
諸
国
の
女
子
教
育
の
状
況
を
視
察
し
た
。
当

初
の
皇
女
教
育
の
た
め
の
視
察
と
い
う
目
的
に
反
し
て
、
下
田
は
こ
の
欧
米

視
察
を
通
し
て
、
国
家
興
隆
の
基
礎
は
女
子
教
育
に
あ
る
と
考
え
、
中
流
や

一
般
庶
民
の
女
子
教
育
の
確
立
の
重
要
性
を
自
認
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ

の
こ
と
を
実
行
に
移
し
た
の
が
、
帝
国
婦
人
協
会
の
設
立
で
あ
り
、
以
下
の

五
部
門
に
及
ぶ
壮
大
な
構
想
で
も
あ
っ
た
。

一　

教
育
門　

女
子
教
育
研
究
会　

実
践
女
学
校　

付
属
慈
善
女
学
校

　
　
　
　
　
　

女
子
工
芸
学
校　

付
属
下
婢
養
成
所　

女
子
商
業
学
校

二　

文
学
門　

女
子
文
学
研
究
会　

女
子
文
学
出
版
所

三　

工
芸
門　

女
子
工
芸
研
究
会　

女
工
養
成
所

四　

商
業
門　

女
子
商
業
研
究
会　

勧
工
場

五　

救
恤
門　

女
子
救
助
会　

慈
善
女
子
病
院　

看
護
婦
養
成
所

こ
れ
ら
の
構
想
の
実
現
の
た
め
に
は
、
現
状
把
握
は
必
須
で
あ
り
、
こ
の

旅
の
後
、
下
田
は
全
国
へ
の
視
察
と
遊
説
へ
と
活
躍
の
場
を
広
げ
、
ま
た
そ

の
行
程
は
海
外
に
ま
で
及
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て

注
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『
信
越
紀
行
』の
旅
を
位
置
づ
け
る
こ
と
も
出
来
得
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、『
信
越
紀
行
』
に
お
け
る
下
田
歌
子
の
講
演
内
容
と
視
察
を
以
下

の
よ
う
に
表
に
し
て
み
た
。

『
信
越
紀
行
』
か
ら
は
、
講
演
な
の
か
視
察
な
の
か
判
然
と
し
な
い
部
分

も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
箇
所
で
視
察
も
兼
ね
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
の
だ

と
判
断
さ
れ
る
。

日
付

講
演
内
容（
視
察
）

会
場（
所
在
地
）

備
考

8
月
11
日

帝
国
婦
人
協
会
の
こ
と
に

つ
い
て

尋
常
中
学
校（
上
田
）
信
濃
教
育
会
支
部
の
依

頼

8
月
11
日

女
子
教
育
と
帝
国
婦
人
協

会
に
つ
い
て

明
倫
堂（
上
田
）

婦
人
談
話
会
、
婦
人
会

の
依
頼

8
月
12
日

帝
国
婦
人
協
会
の
こ
と
に

つ
い
て

（
善
光
寺
）

岡
本
氏
（
華
族
女
学
校

勤
務
：
山
口
造
酒
教
授

兄
）の
依
頼

8
月
13
日

帝
国
婦
人
協
会
と
女
子
教

育
に
つ
い
て

（
善
光
寺
）

8
月
13
日

看
護
婦
の
心
得
に
つ
い
て

（
善
光
寺
）

赤
十
字
社
支
部
（
田
中

主
事
の
迎
え
が
あ
る
）

8
月
13
日

女
子
教
育
と
帝
国
婦
人
協

会
の
主
旨
に
つ
い
て

城
山
館（
長
野
）

当
地
の
婦
人
達た
ち
（
志
深

き
男
子
も
混
じ
る
）

8
月
13
日

帝
国
婦
人
協
会
に
つ
い
て
、

女
服
改
良
の
説
な
ど

小
坂
氏
の
招
き
で
夕
食

8
月
14
日

女
子
の
技
芸
に
つ
い
て

女
子
裁
縫
講
習
所

夜
、
城
山
館
主
宮
下
氏

ら
と
茶
話
会

8
月
15
日

女
子
服
装
に
つ
い
て

尋
常
中
学
校（
上
田
）
当
地
の
婦
人
達た
ち
（
志
深

き
男
子
も
混
じ
る
）

日
付

講
演
内
容（
視
察
）

会
場（
所
在
地
）

備
考

8
月
15
日

女
子
教
育
社
会
改
良
に
つ

い
て

（
上
田
）

小
島
大
次マ
マ（
治
）
郎
氏
の

招
き
で
人
々
と
談
話

8
月
16
日

女
子
服
装
に
つ
い
て

社
会
改
良
の
こ
と

小
島
大
次マ
マ（
治
）郎
氏

宅（
上
田
）

青
年
同
志
倶
楽
部
の
少

年
た
ち

8
月
16
日

帝
国
婦
人
協
会
と
女
子
教

育
に
つ
い
て

学
校

（
詳
細
不
明
、
小
諸
）
光
嶽
寺
の
離
れ
家
で
臥

す

8
月
17
日

女
子
教
育
に
つ
い
て

（
屋
代
）

同
行
二
宮
（
孝
順
）
氏
の

招
き
か
？
米
人
ベ
ッ
ド

レ
ー
、
ヒ
ル
ト
ン
氏（
詳

細
不
明
）と
語
る

8
月
17
日

帝
国
婦
人
協
会
と
女
子
の

心
得
に
つ
い
て

八
幡
高（
マ
マ
）等
尋
常
小
学

校
（
八
幡
尋
常
高
等

小
学
校
）、（
八
幡
村
）
和
田
郡
平
氏
の
招
き

8
月
18
日

帝
国
婦
人
協
会
の
主
旨
と

女
子
教
育
に
つ
い
て

佐
久
間
象
山
の
志
に
つ
い
て
松
代
学
校（
松
代
）

北
澤
正
誠
夫
妻
出
迎
え　

8
月
19
日

六
工
社
の
製
糸
見
学

長
野
市
の
県
立
高
等
女

学
校
長 

渡
辺
（
敏
）
氏

の
紹
介
で
河
原
操
子
と

会
う（
午
後
）

8
月
20
日

製
糸
工
場
見
学

（
須
坂
）

小
田
切
（
辰
之
助
）
氏
・

越
（
寿
三
郎
）
氏
、
牧

（
新
七
）氏
な
ど
の
工
場

8
月
20
日

女
教
師
の
心
得
に
つ
い
て

夏
期
講
習
会

（
須
坂
小
学
校
）

８
月
20
日

勝
禅
寺

須
坂
婦
人
会

8
月
20
日

多
く
の
工
場
見
学

寄
宿
舎
や
食
堂
、

浴
室
な
ど

8
月
20
日

工
女
の
心
得

勝
禅
寺

小
田
切
氏
宅
で
夕
食

聴
衆
は
三
千
人
近
い
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日
付

講
演
内
容（
視
察
）

会
場（
所
在
地
）

備
考

8
月
20
日

工
女
の
待
遇
に
つ
い
て

そ
の
局
に
あ
た
る
人
々

に
対
し
て
考
え
を
語
る

8
月
21
日

帝
国
婦
人
協
会
と
女
子
の

た
め
婦
人
の
心
得
に
つ
い
て

城
山
館（
長
野
）

西
澤（
三
蔵
）氏
の
勧
め

8
月
22
日

女
子
の
心
得
に
つ
い
て

本
誓
寺（
高
田
）

（
第
二
尋
常
師
範
学

校
の
仮
舎
あ
り
）

高
橋
文
質
氏
ほ
か
多
く

の
婦
人
の
出
迎
え
、
増

村
廣
次
氏
夫
妻
と
談
話

8
月
23
日

工
女
の
心
得
に
つ
い
て

羽
二
重
織
場（
高
田
）
大
野（
正
）氏
の
織
場

8
月
23
日

女
子
教
育
と
帝
国
婦
人
協

会
に
つ
い
て

本
誓
寺（
高
田
）

8
月
23
日

婦
人
の
心
得
と
帝
国
婦
人

協
会
に
つ
い
て

本
誓
寺（
高
田
）

協
会
の
細
目
等
を
説
く
。

慈
善
女
学
校
へ
の
寄
付

の
申
し
出
が
あ
る

（
糸
魚
川
小
学
校
女
教

師
：
大
森
光
氏
）

8
月
24
日

女
子
の
本
分
及
び
帝
国
婦

人
協
会
の
主
旨
に
つ
い
て

真
行
寺（
直
江
津
）

8
月
24
日

貴
族
の
女
子
教
育
に
つ
い

て

帝
国
婦
人
協
会
賛
助

会
員（
直
江
津
）

8
月
26
日

母
親
の
責
任
に
つ
い
て

興
国
寺
仏
教
婦
人
会

（
直
江
津
）

婦
人
会
長
よ
り
会
へ
寄

付
金
が
あ
る

8
月
28
日

女
子
達
の
た
め
の
道
に
つ

い
て

尋
常
師
範
学
校
（
新

潟
）

8
月
29
日

女
子
の
家
庭
に
対
す
る
心

得

行
形
亭（
新
潟
）

8
月
29
日

帝
国
婦
人
協
会
の
会
旨
に

つ
い
て
と
女
子
教
育
に
つ

い
て

尋
常
師
範
学
校
（
新

潟
）

市
内
の
有
志
家
た
ち

8
月
30
日

婦
人
の
心
得
に
つ
い
て

長
徳
寺（
新
発
田
）

勝
間
田
知
事
夫
人
（
千

代
子
）
来
訪
、
中
野
悦

子
氏
同
行

日
付

講
演
内
容（
視
察
）

会
場（
所
在
地
）

備
考

8
月
31
日

婦
人
の
心
得
に
つ
い
て

偕
行
社（
新
発
田
）

将
校
婦
人
会

9
月
1
日

婦
人
の
心
得
に
つ
い
て

教
育
の
こ
と
に
つ
い
て

小
学
校（
蓮
野
村
）

二
宮
孝
順
氏
の
招
き

9
月
3
日

帝
国
婦
人
協
会
の
こ
と
に

つ
い
て

東
別
院（
三
条
）

聴
衆
は
四
千
人
以
上
か

9
月
4
日

女
子
の
心
得
に
つ
い
て

妙
行
寺（
柏
崎
）

前
述
し
た
よ
う
に
、『
信
越
紀
行
』
に
は
、
今
後
女
子
教
育
を
発
展
さ
せ

る
宣
言
と
も
受
け
取
れ
る
記
述
が
あ
る
。
そ
の
旅
の
目
的
の
と
お
り
、
下
田

歌
子
は
、
帝
国
婦
人
協
会
の
主
旨
説
明
と
こ
れ
か
ら
の
女
子
教
育
に
熱
弁
を

奮
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
講
演
の
内
容
の
多
く
が
、
後
に
著
作
物
と
し
て
公

刊
さ
れ
、
随
時
世
に
問
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
思
え
ば
、
早
い
段
階
で
下
田
の

中
に
は
、
す
で
に
一
定
以
上
の
纏
ま
っ
た
考
え
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
や
が
て
、
下
田
は
清
国
へ
の
女
子
教
員
の
派
遣
に
も
力
を
入
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
清
国
に
お
け
る
初
め
て
の
日
本
人
女
性
教
員
と
し

て
知
ら
れ
る
河
原
操
子
（
一
八
七
五
―
一
九
四
五
）
と
の
出
会
い
も
こ
の
旅
で

あ
っ
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
　
父
祖
へ
の
想
い

『
信
越
紀
行
』
に
は
、
信
越
方
面
へ
の
旅
に
先
立
ち
「
先
、
玉
筐
二
荒
の
山

の
仮
宮
に
渡
ら
せ
お
は
し
ま
す
、
姫
宮
た
ち
の
御
気
色
伺
い
奉
り
て
、」と
の

一
文
が
あ
り
、「
両
姫
宮
殿
下
の
御
前
に
伺
候
す
。」
こ
と
か
ら
、
両
姫
宮
へ
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の
挨
拶
を
済
ま
せ
て
の
出
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

い
と
鳴
呼
が
ま
し
う
さ
か
し
ら
に
、
さ
し
過
ぎ
た
ら
ん
や
う
の
誹

り
は
さ
る
も
の
に
て
、
才
短
く
徳
薄
き
身
に
は
、
な
か
な
か
に
恥
か
ゞ

や
か
し
う
、
力
に
あ
ま
る
重
荷
負
ひ
て
、
遥
け
き
道
に
出
で
た
ゝ
ん
こ

と
の
、
空
恐
し
き
ま
で
覚
ゆ
れ
ど
、
畏
き
大
御
恵
の
露
に
湿
ふ
身
の
、

か
ゝ
る
大
御
代
に
生
れ
あ
ひ
た
ら
ん
か
ひ
に
は
、
せ
め
て
は
、
心
の
及

ば
ん
極
み
、
身
の
つ
ゞ
か
ん
か
ぎ
り
、
尽
し
ま
つ
ら
で
や
は
と
、
思
ふ

こ
と
の
片
端
語
り
い
で
た
る
に
、（
以
下
、
略
）

と
い
う
記
述
か
ら
、
こ
の
旅
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
表
明
さ
れ
て
い

よ
う
。

そ
の
よ
う
な
決
意
の
旅
は
、
折
か
ら
鉄
道
が
敷
か
れ
、
人
々
の
往
来
が
お

お
よ
そ
可
能
に
な
っ
た
地
方
を
中
心
に
出
か
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
道

中
に
は
下
田
に
繋
が
る
人
々
の
所
縁
の
地
が
存
在
し
、
関
係
諸
氏
と
の
交
流

も
ま
た
描
か
れ
て
も
い
る
。『
信
越
紀
行
』は
、
下
田
自
身
の
父
祖
意
識
が
表

出
さ
れ
、
そ
れ
を
確
認
す
る
旅
で
も
あ
っ
た
。

ま
ず
以
下
の
箇
所
に
、
遠
祖
に
あ
た
る
平
尾
神
社
を
め
ぐ
る
記
述
が
あ

り
、
注
目
さ
れ
る
。

七
月
十
一
日　

軽
井
沢
～
塩
尻（
車
窓
）

　

こ
の
国
の
北
佐
久
郡
な
る
平
尾
山
は
、
我
が
遠
祖
平
尾
伯
耆
が
城
跡

な
り
と
ぞ
。
是
は
か
ね
て
、
亡
父
が
家
の
旧
記
に
載
せ
た
る
所
な
る

が
、
い
ま
は
い
か
に
な
り
け
ん
。
時
も
あ
ら
ば
尋
ね
て
見
よ
。
と
い
ひ

遣
し
給
ひ
し
か
ば
、
此
度
は
必
ず
と
思
ひ
つ
れ
ど
、
た
ゞ
城
の
跡
の
み

し
て
、
余
は
何
も
な
く
、
早
く
の
事
を
つ
ば
ら
に
知
る
よ
し
も
な
し
、

と
聞
く
に
、
あ
へ
無
く
て
徒
ら
に
す
ぎ
ゆ
く
。
と
ば
か
り
あ
り
て
、
牧

野
子
爵
が
旧
城
の
跡
、
布
引
山
な
ど
を
望
み
、
筑
摩
川
を
目
の
下
に
見

つ
ゝ
ぞ
ゆ
く
。 

　
　

其
か
み
の
栄
も
な
れ
ば
知
る
ら
ん
を
む
か
し
か
た
ら
へ
峯
の
松
風

下
田
女
史
が
祖
先
の
旧
城
趾
を
の
ぞ
み
て
よ
め
る
。　
　
　
　

荻
江
子

　
　

遠
つ
お
や
の
し
め
し
大
城
の
跡
と
へ
ば
峯
に
こ
高
き
松
の
一
村

下
田
歌
子
は
、
嘉
永
七
・
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
、
美
濃
国
岩
村
藩
士

の
平
尾
鍒
蔵
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。
上
記
の
『
信
越
紀
行
』
七
月

十
一
日
の
条
に
は
、
そ
の
平
尾
家
の
ル
ー
ツ
が
長
野
県
北
佐
久
郡
平
根
村
平

尾
（
佐
久
市
）
に
あ
る
こ
と
が
家
の
旧
記
に
あ
り
、
父
か
ら
は
、
機
会
が
あ

れ
ば
現
状
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
訪
ね
て
み
よ
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
今
回
は
必
ず
と
思
う
も
の
の
城
の
跡
の
み
で
、
古
い
時
代
の
詳

し
い
こ
と
を
知
る
由
も
な
い
と
し
て
車
窓
か
ら
遠
望
し
、
帝
国
婦
人
協
会
理

事
の
松
本
荻
江
子
と
歌
を
詠
む
に
と
ど
め
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、
現
地
を

直
接
訪
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
寄
せ
た
関
心
も
少
な
い
か
に
見
え
る
が
、

わ
ざ
わ
ざ
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
は
、
相
応
の
関
心
が
あ
り
、
そ
れ
が
公
刊

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
自
己
の
出
自
を
知
ら
し
め
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た

こ
と
に
相
違
な
い
だ
ろ
う
。

下
田
が
や
は
り
こ
の
地
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
後
大
正 

注
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九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
二
十
五
日
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
春
の
二
度
に

わ
た
り
、
信
州
佐
久
郡
平
根
村
平
尾（
佐
久
市
）平
尾
山
守
芳
院（
五
代
平
尾

守
芳
建
立
）
に
参
拝
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
自
撰
歌
集
『
雪
の
下

草
』（「
香
雪
叢
書
第
二
巻
」昭
和
七
・
一
九
三
二
年
）に
は
、
最
初
の
訪
問
の

際
に
詠
ん
だ
歌
を
載
せ
て
い
る
。

四
月
の
末
つ
方
遠
祖
の
尊
墓
に
も
の
し
け
る
に
軽
井
沢
の

辺
の
躑
躅
紫
色
な
る
の
み
が
見
え
け
れ
ば

春
の
日
に
も
ゆ
と
も
見
え
ぬ
い
は
つ
ゝ
じ
色
の
ゆ
か
り
は
深
き
も
の
か
ら

　
　

浅
間
山
の
そ
が
ひ
の
村
は
春
と
も
お
ぼ
え
ず
風
い
と
寒
し

こ
の
里
は
浅
間
が
た
け
の
近
け
れ
ば
春
な
ほ
と
ほ
き
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ

　
　

同
じ
を
り
に

遠
つ
祖
の
み
あ
と
と
ふ
と
て
一
年
に
ふ
た
ゝ
び
見
つ
る
花
ざ
か
り
か
な

梅
桜
え
だ
を
ま
じ
へ
て
ひ
と
時
の
さ
か
り
を
見
す
る
春
の
や
ま
ざ
と

四
首
の
短
歌
が
詠
ま
れ
る
な
ど
、
そ
こ
に
父
祖
ゆ
か
り
の
地
へ
の
並
々
な

ら
ぬ
思
い
が
表
出
し
て
い
る
。
そ
の
約
二
十
年
前
の
紀
行
文
『
信
越
紀
行
』

で
下
田
は
女
子
教
育
へ
の
熱
い
情
念
の
み
を
語
る
が
、
新
越
地
方
へ
の
旅
の

幾
許
か
は
、
こ
う
し
た
父
祖
ゆ
か
り
の
地
へ
の
思
い
に
支
え
ら
れ
て
い
る
部

分
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

注
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四
　
祖
父
琴
臺
へ
の
思
い

続
い
て
、
祖
父
・
東
條
琴
臺
を
め
ぐ
る
記
述
を
検
討
し
た
い（
以
下
、「
東

條
琴
臺
」
は
旧
字
表
記
と
す
る
が
、
引
用
に
つ
い
て
は
原
文
マ
マ
と
し
、
新

字
表
記
も
混
在
す
る
）。

以
下
に
あ
げ
た
箇
所
は
い
ず
れ
も
、
こ
の
『
信
越
紀
行
』
の
旅
の
途
中
に

お
い
て
、
祖
父
・
東
條
琴
臺
の
所
縁
の
土
地
を
訪
ね
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

下
田
歌
子
の
生
家
で
あ
る
平
尾
家
は
、
岩
村
藩
松
平
氏
に
仕
え
た
。
国
も
と

で
は
、
曽
祖
父
の
鍬
蔵
信
従
以
来
、
学
問
に
優
れ
た
家
柄
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
が
、
鍬
蔵
に
は
跡
取
り
と
な
る
男
子
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
文
化
十
四

（
一
八
一
七
）年
、
太
田
錦
城
の
周
旋
に
よ
り
、
三
女
貞
の
婿
と
し
て
迎
え
た

の
が
東
條
琴
臺
で
あ
っ
た
。
翌
年
、
琴
臺
と
貞
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
下

田
の
父
・
鍒
蔵
信
享
で
あ
る
。
東
條
琴
臺
は
、
藩
内
の
学
派
の
対
立
か
ら
岩

村
を
出
て
、
江
戸
で
多
く
の
著
述
を
出
版
し
、
進
歩
的
な
儒
学
者
と
し
て
世

に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
朱
子
学
者
（
岩
村
藩
家
老
の
家
に
生
ま
れ
た

佐
藤
一
斎
に
師
事
）・
洋
学
者
の
佐
久
間
象
山
と
も
親
交
が
深
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
海
防
論
を
説
い
た
著
作
『
伊
豆
七
島
図
考
』
が
幕
府
の
咎
め
を
受

け
、
越
後
高
田
藩
に
お
預
け
の
身
と
な
り
、
や
が
て
明
治
の
維
新
を
迎
え
る

ま
で
越
後
国
高
田
（
現
在
の
新
潟
県
上
越
市
）
で
暮
ら
し
、
藩
士
の
教
育
に

あ
た
っ
て
い
た
。

こ
の
旅
の
途
中
で
、
下
田
は
佐
久
間
象
山
と
縁
が
あ
る
、
横
田
亀
代
子
の

も
と
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
横
田
亀
代
子
刀
自
の
話
に
興
味
深
く
聞

き
入
り
、
佐
久
間
象
山
の
姉
北
山
刀
自
の
話
に
「
女
子
の
た
め
」
に
頼
も
し

注
5
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い
と
感
じ
て
い
る
。
横
田
家
は
信
濃
松
代
藩
士
一
五
〇
石
の
家
柄
で
あ
っ
た
。

亀
代
子
は
、
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
に
会
員
三
十
六
名
で
松
代
婦
人

協
会
を
発
足
し
、
そ
の
会
頭
を
務
め
た
。
発
足
会
で
は
、
津
田
仙（
梅
子
父
、

東
京
婦
人
矯
風
会
幹
事
）
が
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
亀
代
子
の
父
・
横
田
甚

五
郎
衛
門
機
応
と
竹
内
八
十
五
郎
が
佐
久
間
象
山
を
通
じ
て
千
曲
川
通
船
問

題
を
川
路
聖

と
し
あ
き
ら

謨
に
談
判（
嘉
永
六
・
一
八
五
三
年
）し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

①　

八
月
十
八
日　

屋
代
八
幡
宮

　

此
の
家
あ
る
じ
に
、 

　
　

こ
ゝ
に
来
て
見
れ
ば
ゆ
か
り
の
藤
袴
う
ら
な
つ
か
し
き
宿
の
中
垣

　

い
に
し
年
、
わ
が
祖
父
の
来
た
り
遊
ば
れ
つ
る
よ
し
に
て
、
書
き
残

さ
れ
た
る
も
の
ど
も
を
見
れ
ば
、
そ
ぞ
ろ
に
懐
旧
の
情
に
堪
へ
ず
。

②　

八
月
十
八
日　

松
代

　

正
午
十
二
時
ば
か
り
松
代
に
達
す
。（
中
略
）
人
々
の
案
内
に
従
ひ

て
、
松
代
学
校
に
わ
が
会
の
主
旨
及
び
女
子
教
育
の
事
、
佐
久
間
象
山

大う

し人
が
志
な
ど
に
就
き
て
語
る
。（
中
略
）
か
の
佐
久
間
大
人
が
姉
北

山
の
刀
自
が
、
世
に
傑
れ
た
る
事
蹟
を
聞
く
も
、
女
子
の
為
い
と
頼
も

し
う
覚
ゆ
か
し
。

　

横
田
亀き

よ

こ
代
子
老
刀
自
が
、
そ
の
か
み
の
事
ど
も
、
く
づ
し
出
で
つ
ゝ

語
ら
る
ゝ
い
と
面
白
し
。
殊
に
佐
久
間
象
山
大
人
が
履
歴
に
就
き
て
は
、

或
は
悲
し
く
、
或
は
打
ち
も
笑
ま
れ
、
眉
も
打
ち
ひ
そ
ま
れ
、
涙
も
こ

ぼ
る
ゝ
こ
と
こ
そ
お
ほ
け
れ
。
刀
自
が
亡
父
な
る
、
横
田
機き

お
う応
い
ふ
人

の
、
佐
久
間
大
人
が
蟄ち

っ
き
ょ居
を
訪
ら
は
れ
た
る
ふ
み
の
返
事
に
、
大
人

が
、

中
々
に
か
け
ぬ
れ
ば
こ
そ
て
る
月
の
光
み
ち
ぬ
る
夜
半
も
あ
り
け

れ

と
読
み
て
遣
さ
れ
け
る
と
ぞ
。
い
と
い
み
じ
う
も
あ
る
か
な
。（
以
下
、

略
）

③　

八
月
二
十
二
日　

吉
田
停
車
場

　

長
野
の
次
な
る
よ
し
田
の
停
車
場
よ
り
は
、
右
に
須
坂
を
望
み
、
左

に
東ひ

が
し
で
う条
を
見
る
。
東
条
は
吾
が
祖
父
が
祖
の
故
郷
な
る
よ
し
、
か
ね
て

聞
き
置
つ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
何
と
無
く
懐
し
き
心
地
す
。
長
野
を
出

で
た
つ
程
、

浅
か
ら
ぬ
人
の
ま
こ
と
の
嬉
し
さ
に
長
野
の
里
に
な
が
居
し
て

け
り

④　

八
月
二
十
二
日　

高
田 

　

高
田
町
は
嘗
て
榊
原
子
爵
が
当
地
を
領
せ
ら
れ
し
頃
、
わ
が
祖
父
東

條
琴
臺
が
小
笠
原
島
開
墾
の
こ
と
に
つ
き
て
、
德
川
幕
府
に
建
白
せ
し

事
に
よ
り
、
幕
府
の
嫌
忌
に
触
れ
て
、
江
戸
お
構
と
成
り
ぬ
る
を
、
榊

原
候
の
内
々
に
請
ひ
申
さ
る
ゝ
よ
し
あ
り
て
、
侍
講
と
し
て
伴
は
れ
け

る
儘
に
、
祖
父
が
こ
ゝ
に
留
ま
る
こ
と
殆
ど
二
十
年
が
程
に
成
り
ぬ
と

ぞ
。
其
の
程
こ
の
国
の
人
々
の
厚
く
待
ち
深
く
慕
は
れ
け
る
さ
ま
は
、

か
ね
て
伝
へ
聞
き
置
き
つ
る
こ
と
な
れ
ば
、
始
め
て
あ
ひ
見
る
人
も
、

何
と
な
く
旧
き
友
ど
ち
に
逢
ふ
心
地
し
て
、
い
と
睦
ま
じ
う
覚
ゆ
る
も

あ
は
れ
な
る
わ
ざ
な
り
か
し
。

⑤　

八
月
二
十
三
日　

高
田

注
6
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我
が
祖
父
東
條
琴
臺
が
旧
宅
の
、
今
は
遠
山
某
氏
が
住
家
と
な
れ
る

を
訪
ら
ふ
。
庭
の
松
梅
も
刈
り
繕
ふ
人
も
な
く
て
、
心
の
儘
に
茂
り
た

る
、
朽
ち
残
る
軒
の
忍し

の
ぶ草
も
、
懐
か
し
う
お
ぼ
え
て
、
す
ゞ
ろ
に
涙
ぐ

ま
し
う
成
り
ぬ
。

　
　

庭
の
面
の
老
木
の
梅
の
人
な
ら
ば
む
か
し
の
春
も
と
は
ま
し
も
の
を

　

其
よ
り
、
榊
神
社
へ
詣
で
、（
以
下
、
略
）

①
は
、
祖
父
東
條
琴
臺
と
親
交
が
あ
っ
た
八
幡
宮
神
官
松
田
氏
の
も
と

を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
書
跡
を
見
て
、
懐
か
し
く
思
っ
た
こ
と
。
③
は
、

吉
田
の
停
車
場
か
ら
見
え
る
東
条
は
、
琴
臺
の
故
郷
で
あ
り
、
か
ね
て
か

ら
話
を
聞
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
懐
か
し
く
、
長
野
の
人
々
の
深
い
親

切
に
長
居
を
し
た
こ
と（
東
條
家
に
伝
わ
る
系
図
で
は
、
同
家
の
遠
祖
は
清

和
源
氏
武
田
氏
支
流
甲
斐
一
条
氏
で
、
一
条
時
信
の
子
武
川
太
郎
義
行
が

甲
斐
国
東
条
に
土
着
し
、
東
條
次
郎
義
信
を
名
乗
っ
た
の
が
始
ま
り
と
し
て

い
る
）。
④
の
高
田
は
、
琴
臺
が
二
十
年
も
の
間
、
榊
原
候
の
侍
講
と
し
て

仕
え
、
長
く
過
ご
し
た
土
地
で
あ
っ
た
。
高
田
の
人
々
と
の
親
交
は
か
ね
て

か
ら
聞
き
及
ん
で
い
る
た
め
、
旧
友
に
会
う
心
地
が
し
て
親
密
で
し
み
じ
み

と
し
た
感
じ
が
し
た
こ
と
。
⑤
で
は
琴
臺
の
旧
宅
を
訪
ね
、
経
年
し
荒
れ
た

ま
ま
の
庭
に
立
ち
、
祖
父
が
生
活
し
た
頃
に
思
い
を
馳
せ
、
懐
か
し
さ
に
涙

ぐ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』「
住
吉
の 

岸
の
姫
松 

人
な
ら
ば 

い
く
世
か
経
し
と 

言
は
ま
し
も
の
を
」（
巻
第
十
七
・
雑
歌
上
９
０
６　

読

人
し
ら
ず
）を
本
歌
に
、「
庭
の
面
の
老
木
の
梅
の
人
な
ら
ば
む
か
し
の
春
も

と
は
ま
し
も
の
を
」の
一
首
を
詠
ん
で
い
る
。

注
7

注
8

以
上
の
よ
う
に
、『
信
越
紀
行
』
に
は
、
下
田
の
誇
る
べ
き
祖
父
で
あ
っ
た

東
條
琴
臺
の
こ
と
や
ゆ
か
り
の
地
、
東
条
が
繰
り
返
し
登
場
し
て
お
り
、
こ

の
旅
が
祖
父
の
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
旅
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

下
田
は
こ
こ
で
も
直
接
述
べ
る
こ
と
は
な
い
が
、
新
越
地
方
で
畢
生
の
テ
ー

マ
で
あ
る
女
子
教
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
て
い

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
琴
臺
を
め
ぐ
る
言
説
は
、
か
の
地
で
こ
の

大
業
を
な
す
に
ふ
さ
わ
し
い
、
お
の
れ
の
姿
を
屹
立
さ
せ
喧
伝
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

な
お
、『
信
越
紀
行
』
に
記
さ
れ
た
、
新
越
地
方
で
の
遊
説
活
動
、
教
育

活
動
の
実
態
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
究
し
た
い
。

付
　
東
條
琴
臺
石
碑
建
立
考

以
下
、
付
編
と
し
て
、
祖
父
東
條
琴
臺
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
経
緯
に
つ

い
て
詳
ら
か
に
し
た
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
、
下
田
の
祖
父
・
東
條
琴

臺
は
、
越
後
高
田
藩
預
か
り
の
身
と
な
り
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
政
府

か
ら
の
召
命
が
下
り
る
ま
で
の
、
お
よ
そ
二
十
年
間
を
榊
原
候
に
仕
え
た
。

慶
應
二
（
一
八
六
六
）
年
、
藩
校
修
道
館
が
開
館
す
る
と
、
そ
の
教
官
筆
頭

に
就
任
し
て
も
い
る
。

以
前
、
拙
稿「
下
田
歌
子
の
教
育
の
源
泉
」（「
女
性
と
文
化
」3
、
二
〇
一

七
）に
お
い
て
、
越
後
高
田
藩「
琴
臺
東
條
先
生
之
碑
」に
は
、
西
園
寺
公
望

篆
額
、
森
林
太
郎
碑
文
が
書
か
れ
て
お
り
、
鷗
外
自
筆
「
榊
原
政
岑
事
蹟
」
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「
古
今
資
料 

高
尾
考
」（
東
京
大
学
「
鷗
外
文
庫
」）
も
残
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

森
鷗
外
の
高
尾
榊
原
事
件
へ
の
関
心
を
述
べ
た
。
ま
た
、
森
鷗
外
『
青
年
』

（
明
治
四
十
三
・
一
九
一
〇
年
）に
登
場
す
る
高
畠
詠
子
は
、
下
田
歌
子
が
モ

デ
ル
に
披
瀝
さ
れ
る
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
小
林
修
に

よ
っ
て
、
下
田
の
祖
父
東
條
琴
臺
の
碑
の
撰
文
を
鷗
外
が
行
っ
て
い
る
こ
と
、 

明
治
三
十
七
・
一
九
〇
四
年
十
月
二
十
四
日
の
妻
し
げ
宛
の
書
簡
に
も
下
田

の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
指
摘
が
あ
る
。
小
林
の
指
摘
は
先
駆
的

で
あ
る
が
、
立
命
館
の
創
始
者
で
当
時
の
名
士
で
あ
る
西
園
寺
公
望
揮
毫
と

森
林
太
郎
（
鷗
外
）
の
碑
文
に
よ
る
石
碑
が
建
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、

当
時
多
く
の
耳
目
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
は
別
の
視
点
も
含
め
て
論

及
し
て
み
た
い
。
下
田
歌
子
の
父
祖
意
識
が
、
否
が
応
に
も
高
ま
っ
た
出
来

事
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
考
究
の
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
「
琴
臺
東
條
先
生
之
碑
」

【
図
1
ー
1
】
に
は
、七
百
四
十
六
字

十
六
行
か
ら
な
る
漢
文
の
碑
文
が

記
さ
れ
て
い
る
【
図
1
ー
2
】。
翻

字
は
『
鷗
外
全
集 

第
三
十
八
巻
』

「
雑
纂
」（
昭
和
五
十
・
一
九
七
五
、

岩
波
書
店
）
に
拠
っ
た
。
な
お
、

私
に
一
部
あ
ら
た
め
、
改
行
し

て
、
傍
線
を
付
し
た
。
ま
た
、
旧

字
体
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。

注
9

注
10

注
11

注
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【
図
1
ー
1
】東
條
先
生
建
碑
除
幕
記
念（
琴
臺
東
條
先
生
ノ
碑
）

【
図
1
ー
2
】琴
臺
東
條
先
生
之
碑
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琴
臺
東
條
先
生
碑
記
　
正
二
位
大
勲
位
公
爵
西
園
寺
公
望
篆
額

　
越
後
高
田
故
榊
原
侯
采
地
。
而
琴
臺
東
條
君
久
居
于
此
。
頃
日
君
之

門
人
清
水
氏
廣
博
。
作
君
伝
者
西
尾
氏
豊
作
等
。
立
石
於
城
門
外
。
屬

予
為
記
。

　
文
化
庚
午
政
令
始
襲
封
也
。
鋭
意
釐
革
藩
政
。
毎
憾
少
能
任
事
者
。

　
文
政
丁
亥
得
君
於
江
戸
邸
。
校
寛
永
系
譜
。
既
而
相
知
漸
熟
。
稍
稍

問
以
藩
事
得
失
。
未
幾
致
仕
。
子
政
養
承
。

　
弘
化
丙
午
政
養
卒
。
其
弟
政
愛
嗣
。
而
藩
之
重
事
。
尚
決
於
政
令
。

　
丁
未
君
遂
委
質
。
将
見
魚
水
之
歡
。
先
是
君
著
伊
豆
七
島
図
攷
。
以

議
辺
防
事
聞
。

　
嘉
永
庚
戌
幕
府
遽
令
政
愛
囚
君
於
邸
。
翌
年
加
恤
釋
囚
。
寘
於
高

田
。
君
乃
閉
戸
述
作
。
若
忘
身
之
貶
謫
窮
僻
者
。

　
居
十
年
。
文
久
辛
酉
政
令
政
愛
皆
卒
。
政
敬
嗣
。
政
敬
者
政
令
之

孫
。
而
今
之
榊
原
原
子
也
。

　
当
此
時
天
下
多
事
。
処
士
横
議
。
刑
戮
相
望
於
道
。
而
幕
府
莫
之
能

制
。
藩
人
懼
政
敬
年
少
或
誤
事
。
欲
選
通
時
務
者
。
以
衞
翼
之
。
於
是

起
君
使
四
方
。
辛
酉
之
信
濃
。
壬
戌
之
越
中
。
丁
卯
之
陸
奥
。
以
審
列

藩
情
勢
。

　
癸
亥
将
軍
家
茂
入
觀
。
政
敬
為
輔
行
。
乃
請
以
君
隨
。
不
聴
。

　
明
治
戊
辰
藩
興
修
道
館
。
使
君
督
学
。
君
自
就
藩
十
七
年
乎
此
。
其

志
若
将
行
者
。
而
事
既
晩
矣
。

　
先
是
丁
卯
　
先
帝
即
位
。
幕
末
帰
政
　
天
子
。

　
至
戊
辰
鎮
将
府
徴
君
於
東
京
。

　
己
巳
君
遂
去
藩
。
藩
人
莫
不
惜
之
。

　
君
名
信
耕
。
字
子
臧
。
先
世
自
甲
斐
徙
信
濃
東
條
邨
。

　
祖
通
庵
。
父
黙
齋
並
従
伊
藤
東
涯
游
。
居
江
戸
以
方
技
餬
口
。
家
蔵

東
涯
所
書
琴
臺
二
字
匾
。
伝
至
于
君
。
以
自
號
。

　
君
生
寛
政
乙
卯
六
月
七
日
。
長
受
業
太
田
錦
城
。
会
美
濃
巖
邨
藩
文

学
平
尾
他
山
無
子
。
為
其
季
女
擇
壻
。
錦
城
薦
君
。
文
化
丁
丑
君
二
十

三
。
出
冒
平
尾
氏
。
二
歳
有
故
訣
別
。
復
本
姓
。

　
文
政
中
為
幕
府
納
戸
吏
。
丁
亥
罷
。
受
榊
原
氏
聘
。
時
年
三
十
三
。

　
及
晩
徴
入
京
。
授
宣
教
少
博
士
。
廃
官
後
更
授
權
中
講
義
為
亀
戸
菅

廟
祝
。
未
幾
転
教
部
省
十
等
出
仕
。
掌
考
証
事
。

　
乙
亥
以
目
疾
乞
骸
骨
。
尋
失
明
。

　
戊
寅
九
月
二
十
六
日
病
歿
。
享
年
八
十
四
。

　
君
状
貌
奇
偉
。
長
身
赭
面
。
耳
朶
垂
寸
余
。
為
人
宏
達
。
明
大
体
。

不
與
人
爭
能
。
平
生
著
述
太
富
。
而
先
哲
叢
談
後
編
続
編
尤
為
可
伝
。

其
曰
後
続
者
。
以
曩
時
幕
府
士
原
念
齋
撰
前
編
也
。

　
君
冒
平
尾
氏
時
。
生
子
信
亨
。
信
亨
女
歌
子
適
下
田
氏
。
以
文
学
才

幹
名
。
君
復
姓
。
又
娶
生
信
升
。
信
升
生
甲
子
三
。
甲
子
三
無
子
。
養

岡
本
氏
子
仁
一
継
家
。

　
大
正
九
年
庚
申
九
月

　
　
正
三
位
勲
一
等
功
三
級
医
学
博
士
文
学
博
士
　
森
林
太
郎
譔

 右
に
は
、
碑
文
が
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
で
書
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
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か
、
榊
原
家
預
か
り
に
な
っ
た
経
緯
と
高
田
藩
で
の
業
績
、
平
尾
家
と
の
縁
、

ま
た
長
身
で
耳
朶
が
垂
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
琴
臺
の
人
と
な
り
と
そ
の
容
貌

ま
で
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
琴
臺
が
東
京
に
去
る
際
に
は
、

「
己
巳
君
遂
去
藩
。
藩
人
莫
不
惜
之
。」（
傍
線
部
）
と
敬
愛
さ
れ
て
い
た
様
子

が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
琴
臺
先
生
建
碑
報
告
書
』に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る（
一
部
抜
粋
）。

一
、
発
起
年
月　

大
正
八
年
九
月

一
、
発
起
者（
及
委
員
）氏
名

　
　
　

門
人　
　
　
　
　
　

清
水
廣
博

　
　
　

東
條
琴
臺
編
集
者　

西
尾
豊
作

一
、
建
碑
場
所　

高
田
市
岡
島
町
東
南
隅

　
　
　

旧
城
外
濠
ノ
曲
ニ
シ
テ
榊
神
社
ノ
東
門
ニ
面
ス
周
囲
ハ
杉
樹
矗
立

　
　
　

シ
水
上
遥
ニ
東
南
ノ
諸
山
ヲ
望
ミ
絶
好
ノ
地
位
ヲ
占
メ
タ
リ

一
、
挙
式
年
月
日　

大
正
十
年
五
月
廿
二
日

　
　
　

当
日
午
前
十
時
式
ヲ
行
ヒ
故
先
生
ノ
外
孫
下
田
歌
子
氏
来
場
除
幕

　
　
　

セ
ラ
ル
（
中
略
）
式
後
岡
島
町
小
学
校
内
ニ
於
テ
午
餐
を
饗
シ
遺

　
　
　

墨
ノ
展
観
ヲ
ナ
セ
リ

一
、
収
支
清
算

　
　
　

収
入
之
部　

総
額　
　

金
二
千
二
百
六
十
二
円
四
十
二
錢
也（
の
内
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

寄
付
金　

金
三
百
円
也　

東
京　

下
田
歌
子
君　

　
　
　

支
出
之
部　

総
額　
　

金
二
千
二
百
六
十
二
円
四
十
二
錢
也（
の
内
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
二
百
円
也　

碑
文一切
揮
毫
共

注
13

こ
の
石
碑
は
、
琴
臺
の
門
人
の
清
水
廣
博
と『
東
條
琴
台
』（
東
京
堂
書
店
、

大
正
七
・
一
九
一
八
）
の
著
者
・
西
尾
豊
作
が
発
起
者
と
な
っ
て
建
立
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
下
田
歌
子
は
、
石
碑
の
維
持
と
碑
域
の
修

繕
掃
除
等
の
目
的
を
指
定
し
た
上
で
「
金
三
百
円
」
を
寄
付
し
て
い
る
（「
附

記
」に
は
、「
石
碑
維
持
金
三
百
円
ハ
下
田
歌
子
氏
指
定
寄
附
金
ヲ
以
テ
之
ニ

充
テ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
銀
行
預
金
ト
シ
年
々
利
子
ヲ
以
テ
碑
域
ノ
修
繕
掃
除

等
ノ
費
ヲ
弁
ジ
其
剰
余
ハ
預
金
ト
シ
テ
積
ミ
立
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
）。

各
新
聞
も
こ
ぞ
っ
て
こ
の
慶
事
を
記
事
に
し
て
広
く
伝
え
て
い
る
。

㈠　

大
正
十（
一
九
二
一
）年
五
月
十
六
日 

新
潟
毎
日
新
聞（
朝
刊
）

　
「
下
田
女
史
講
演
」

（
前
略
）二
十
二
日
故
東
條
琴
臺
方
の
建
碑
除
幕
式
に
臨
席
し
次
で
高

等
女
学
校
の
講
演
会
に
臨
み
即
日
帰
京
せ
り
と

㈡　

大
正
十（
一
九
二
一
）年
五
月
十
七
日 

朝
日
新
聞（
朝
刊
） 

「
琴
臺
の
記
念
碑
」

（
前
略
）二
十
二
日
琴
臺
の
孫
女
下
田
歌
子
女
史
に
依
っ
て
除
幕
式
を

挙
行
す
る
由
、
同
碑
篆
額
は
西
園
寺
公
撰
文
は
森
林
太
郎
博
士
の
手

に
成
っ
た
。

㈢　

大
正
十（
一
九
二
一
）年
五
月
十
八
日 

高
田
日
報 

「
琴
臺
翁
の
記
念
碑
な
る 

下
田
女
史
来
り
除
幕
を
な
す
」

（
前
略
）篆
額
は
西
園
寺
公
爵
で
撰
文
は
森
林
太
郎
博
士
で
あ
る

注
14
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（
中
略
）
琴
臺
の
孫
女
は
愛
国
婦
人
会
長
下
田
歌
子
女
史
で
あ
る
当

日
の
除
幕
式
に
幕
を
除
か
る
ゝ
は
実
に
下
田
女
史
で
あ
る
尚
ほ
下
田

女
史
は
二
十
一
日
直
江
津
町
に
て
二
十
二
日
に
は
高
田
市
に
て
婦
人

の
為
め
講
演
を
す
る
筈

㈣　

大
正
十（
一
九
二
一
）年
五
月
十
八
日 

高
田
新
聞 

「
隠
れ
た
る
開
国
主
唱
者
琴
臺
の
記
念
碑
成
る 

下
田
女
史
除
幕 

高

田
直
江
津
に
講
演
」

（
前
略
）
篆
額
は
西
園
寺
公
爵
で
撰
文
は
森
林
太
郎
博
士
で
あ
る
（
中

略
）
琴
臺
の
孫
女
は
愛
国
婦
人
会
長
下
田
歌
子
女
史
で
あ
る
当
日
の

除
幕
式
に
幕
を
除
か
る
ゝ
は
実
に
下
田
女
史
で
あ
る
尚
ほ
下
田
女
史

は
二
十
一
日
直
江
津
町
に
、
二
十
二
日
高
田
市
に
婦
人
の
為
め
の
講

演
を
さ
れ
る
筈 

㈤　

大
正
十（
一
九
二
一
）年
五
月
二
十
二
日 

読
売
新
聞（
朝
刊
） 

「
下
田
歌
子
女
史
の
除
幕
で 

東
條
琴
臺
翁
の
建
碑
式 

廿
二
日
越
後

高
田
の
旧
城
趾
に
て
」

（
前
略
）同
碑
の
篆
額
は
西
園
寺
公
撰
文
は
森
林
太
郎
博
士
で
除
幕
式

当
日
幕
綱
を
引
く
の
は
誰
あ
ろ
う
翁
の
孫
に
当
る
下
田
女
史
で
あ
り

ま
す
。

㈥　

大
正
十（
一
九
二
一
）年
五
月
二
十
三
日 

高
田
日
報 

「
千
哲
琴
臺
の
遺
徳
茲
に
挙
る 

令
孫
下
田
女
史
が
除
幕 

昨
日
碑
前

の
盛
儀
」

（
前
略
）縮
緬
の
黒
紋
服
を
着
け
て
下
田
歌
子
女
史
の
手
に
依
っ
て
厳

に
幕
は
除
か
れ
た
（
中
略
）
篆
額
は
西
園
寺
公
撰
文
は
森
林
太
郎
博

士
の
手
に
成
り
し
も
の
（
中
略
）
本
日
茲
に
祖
父
琴
臺
の
記
念
碑
除

幕
式
を
行
は
る
ゝ
に
際
し
私
も
お
招
き
に
預
り
ま
し
て
誠
に
感
謝
に

堪
え
ざ
る
処
で
あ
り
ま
す
定
め
し
地
下
の
祖
父
も
感
涙
を
流
し
て
居

る
で
せ
う
し
私
達
子
孫
と
し
て
も
甚
だ
光
栄
と
す
る
処
で
あ
り
ま
す

㈦　

大
正
十（
一
九
二
一
）年
五
月
二
十
三
日 

高
田
新
聞 

「
風
薫
る
榊
神
社
の
前
に 

琴
臺
翁
の
石
碑
除
幕 

下
田
歌
子
女
史
の

手
に
幕
は
切
落
さ
る 

感
想
談
や
遺
墨
展
覧
会
や
に
昔
を
偲
ぶ
」

（
前
略
）皇
后
陛
下
よ
り
御
表
向
き
で
は
な
い
が
下
賜
さ
れ
た
御
菓
子

其
他
の
供
物
を
碑
前
に
捧
げ
終
れ
ば
翁
の
孫
下
田
歌
子
女
史
に
依
っ

て
幕
を
張
っ
た
糸
は
切
ら
れ
た
、
篆
額
は
西
園
寺
公
撰
文
は
森
林
太

郎
博
士
筆
は
中
根
半
湖
氏
（
中
略
）
十
三
時
過
散
会
、
下
田
女
史
は

直
ち
に
瀬
尾
邸
に
少
憩
□
女
学
校
の
講
演
会
に
臨
ま
れ
た

㈠
～
㈣
は
、
除
幕
式
以
前
、
㈤
～
㈦
は
、
除
幕
式
後
の
新
聞
記
事
で
あ
る

が
、
全
て
の
記
事
に
は
、

・
篆
額
を
西
園
寺
公
、
撰
文
を
森
林
太
郎
（
鷗
外
）
博
士
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と

・
除
幕
式
で
幕
を
切
っ
た
の
は
、
東
條
琴
臺
の
孫
で
あ
る
下
田
歌
子
で

あ
る
こ
と
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が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
「
婦
人
の
た
め
の
講
演
」「
女
学
校

の
た
め
の
講
演
会
」が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
記
事
と
し
て
い
る
。

㈥
に
は
、
下
田
の
挨
拶
を
記
録
し
、
㈦
に
は
皇
后
か
ら
非
公
式
に
御
菓
子

他
の
供
物
も
下
賜
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
新
聞
記
事
か
ら
は
、
東
條
琴
臺
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
石
碑
で
は

あ
る
も
の
の
、
孫
の
下
田
歌
子
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
印
象
が
強
く
、

こ
の
建
立
が
下
田
の
名
声
と
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
信
越
紀

行
』の
明
治
三
十
二（
一
八
九
九
）年
か
ら
二
十
二
年
後
で
あ
り
、
東
條
琴
臺

の
ゆ
か
り
の
地
を
巡
っ
た
記
述
が
こ
の
よ
う
な
晴
れ
が
ま
し
い
形
で
結
実
し

た
の
で
あ
る
。

森
鷗
外
の
日
記
に
は
、
こ
の
石
碑
を
建
立
し
、
そ
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
五
月
二
十
日
か
ら
、
二
十
日
ほ
ど
経
た
後
に
、
下

田
が
お
礼
の
た
め
に
鷗
外
の
も
と
を
訪
問
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
大
正
十
・
一
九
二
一
年　

六
月
十
一
日 

　

十
一
日
。
土
。
雨
。
参
寮
。
下
田
歌
子
来
謝
予
撰
東
條
琴
臺
碑

文
。（「
委
蛇
録
」（
大
正
十
年
辛
酉
日
記
）『
鷗
外
全
集 

第
三
十
五
巻
』）

さ
て
、
東
條
琴
臺
石
碑
の
建
立
の
経
緯
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
鷗
外
が
碑
文
を
書
い
た
の
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
西
園
寺
公
望
は
ど
う
い
っ
た
成
り
行
き
で
扁
額
の
揮
毫

に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

西
園
寺
公
望
は
北
越
戊
辰
戦
争
で
北
国
鎮
撫
使
と
し
て
高
田
に
滞
陣
し
た 注

15

際
に
、
琴
臺
と
会
っ
て
お
り
（
公
望
二
十
歳
、
琴
臺
七
十
五
歳
）、
後
に
下
田

歌
子
か
ら
篆
額
の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　
（
前
略
）そ
れ
か
ら
懇
意
に
な
っ
た
。
琴
臺
に
先
哲
叢
談
続
編
の
著
述

が
あ
っ
て
、
ま
だ
版
に
せ
ず
に
あ
っ
た
の
を
借
り
て
読
ん
だ
、
ず
っ
と

後
に
な
っ
て
、
琴
臺
の
碑
を
建
て
る
と
い
ふ
の
で
、
わ
た
し
に
篆
額
を

頼
み
に
来
た
も
の
が
あ
る
、
其
種
の
揮
毫
は
大
抵
こ
と
わ
る
が
、
琴
臺

の
な
ら
ば
書
き
ま
せ
う
と
受
合
ひ
、
下
田
歌
子
が
琴
臺
の
孫
だ
と
か

で
、
や
が
て
礼
に
来
た
こ
と
が
あ
る
、
と
語
ら
れ
た
の
が
、
公
が
維
新

前
已
に
二
十
一
史
を
読
破
し
て
、
余
力
を
志
那
の
近
世
史
に
及
ぼ
し
た

こ
と
の
証
と
な
る
、

発
起
者
の
一
人
で
あ
る
西
尾
豊
作
の
著
書
に
『
東
條
琴
台
』（
前
出
）
が
あ

る
。
西
尾
は
、
後
年『
下
田
歌
子
伝
』を
著
し
て
も
い
る（
昭
和
十
二
・
一
九

三
七
年
・
咬
菜
塾
）。『
東
條
琴
台
』
の
口
絵
に
、「
東
條
琴
臺
肖
像
」【
図
2
】

と
と
も
に
、
森
林
太
郎
の
七
言
絶
句
の
題
詩
が
記
載
さ
れ
て
い
る
【
図
3
】。

注
16
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【
図
2
】『
東
條
琴
臺
』口
絵「
東
條
琴
臺
肖
像
」

【
図
3
】『
東
條
琴
臺
』口
絵「
東
條
琴
臺
題
詩
」

遂
追
原
叟
著
書
才

三
百
師
儒
受
鍳
裁

何
必
摛
詞
惟
大
典

我
推
良
史
老
琴
臺

　

丁
巳
秋
日　

森
林
太
郎
題

こ
の
刊
行
を
知
ら
せ
る
新
聞
記
事
に
は
、
下
田
歌
子
の
祖
父
で
あ
る
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

〇
大
正
七
・
一
九
一
八
年
三
月
十
一
日 

朝
日
新
聞（
朝
刊
）「
出
版
界
」

　
『
東
條
琴
臺
』（
西
尾
豊
作
著
）

　

 　
　

△
四
六
版
紙
装
南
京
四
一
七
頁

　

 　
　

△
金
八
十
銭

　

 　
　

△
神
田
表
神
保
町
、
東
京
堂

（
前
略
）
実
に
下
田
歌
子
女
史
の
祖
父
な
り
本
書
其
の
伝
を
詳
に
し

終
り
に
史
論
詩
文
経
済
等
に
関
す
る
一
家
の
見
を
添
へ
作
詩
蔵
書
蹟

等
を
附
録
と
し
た
り

と
こ
ろ
で
、
石
碑
建
立
か
ら
遡
る
こ
と
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
の
段
階

で
、
森
鷗
外
は
東
條
琴
臺
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
と
書
い
て
い
る
。

○
森
鷗
外『
寿
阿
弥
の
手
紙
』

　
　
　

大
正
五
年
五
月
二
十
一
日
～
六
月
二
十
四
日

　
　
　
「
東
京
日
日
新
聞
」「
大
阪
毎
日
新
聞
」に
連
載（
三
十
二
回
）、

　
　
　

の
ち『
山
房
札
記
』に
収
録
。

　

只た
ゞ

最
後
に
附
記
し
て
置
き
た
い
の
は
、
師
岡
未
亡
人
石い

し

と
東
条
琴

台（
マ
マ
）の
家
と
の
関
係
で
あ
る
。（
中
略
）
浅
井
平
八
郎
さ
ん
の
話
に
拠

る
に
、
石
は
嘗か

つ

て
此
縁
故
あ
る
が
た
め
に
、
東
条

（
マ
マ
）氏
の
文
書
を
託

注
18
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せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
文
書
は
石
が
東
条

（
マ
マ
）氏
の
親
戚
た
る
下し

も
だ
う
た
こ

田
歌
子
さ

ん
に
交
付
し
た
さ
う
で
あ
る
。

　

わ
た
く
し
は
琴
台（

マ
マ
）の
事
蹟
を
詳

つ
ま
び
ら
かに
し
な
い
。
聞
く
所
に
拠
れ
ば
、

琴
台（

マ
マ
）は
信
濃
の
人
で
、
名
は
耕
、
字あ

ざ
な
は
子し

ぞ
う蔵
、
小を

さ
な
な名
は
義ぎ

ぞ
う蔵
で
あ

る
。
寛
政
七
年
六
月
七
日
芝
宇
田
川
町
に
生
れ
、
明
治
十
一
年
九
月

二
十
七
日
に
八
十
四
歳
で
歿
し
た
。（『

鷗
外
歴
史
文
学
集　

第
四
巻
』）

そ
こ
で
、
西
尾
豊
作
と
鷗
外
の
接
点
を
、
以
下
に
求
め
た
い
。

鷗
外
は
『
伊
澤
蘭
軒
』
を
大
正
五
・
一
九
一
六
年
六
月
二
十
五
日
～
大
正

六
・
一
九
一
七
年
九
月
五
日
の
間
、「
東
京
日
日
新
聞
」「
大
阪
毎
日
新
聞
」

に
連
載
し
て
い
た（
三
七
一
回
）。

　

そ
の
二
九
一
回
で
、

〇「
松
田
道
夫
の
父
は
信
濃
国
佐
久
郡
岩
村
田
の
城
主
内
藤
豊
後
守
正

縄
の
医
官
で
江
戸
定
府
と
な
っ
て
い
た
。」

と
書
い
た
。
が
、
続
く
三
一
二
回
に

〇「
美
濃
国
恵
那
郡
岩
村
の
城
主
松
平
（
大
給
）
能
登
守
乗
薀
」
の
誤

右
西
尾
豊
作
君
の
教
に
従
い
て
正
す
」

と
正
誤
を
書
き
、
さ
ら
に
後
の
『
鷗
外
全
集
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
訂
正

さ
れ
て
い
る
。

〇「
松
田
道
夫
の
父
は
美
濃
国
恵
那
郡
岩
村
の
城
主
松ま

つ
だ
ひ
ら平（
大お

ぎ
ふ給
）
能の

と
の登

守か
み

乗の
り
も
り薀
の
医
官
で
、
江
戸
定
府
に
な
っ
て
ゐ
た
。」

（『
鷗
外
全
集　
第
八
巻
』）

注
19

注
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注
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そ
の
後
の
鷗
外
の
手
紙
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
石
碑
と
思
わ
れ
る
依
頼
へ

の
返
事
が
見
え
て
い
る
。

○
和
歌
山
県
西
窂
婁
郡
町
立
田
辺
実
業
学
校　
　

西
尾
豊
作
宛　
（
端

書
）

　

大
正
九（
一
九
二
〇
）年　

三
月
九
日

　

琴
臺
墓
銘
之
件
熟
考
可
仕
候
ニ
付
暫
時
御
待
可
被
下
候
為
換
ハ
御
預

リ
申
置
候

　

三
月
九
日　
　

森
林
太
郎

（『
鷗
外
全
集　

第
三
十
六
巻
』）

ま
た
別
途
、
も
う
一
人
の
石
碑
の
発
起
者
で
あ
る
清
水
廣
博
か
ら
も
依
頼

さ
れ
て
い
る
。

清
水
廣
博
は
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
、
高
田
藩
の
中
老
役
の
家
に

生
ま
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
以
来
、
参
政
、
大
参
事
と
な
り
「
修
道
館
」「
新

潟
学
校
高
田
分
校
」
の
管
理
に
務
め
た
。
そ
の
後
、
高
田
図
書
館
の
初
代
館

長
を
務
め
、
大
正
十
五（
一
九
二
六
）年
、
八
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
。

　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
森
鷗
外
が
高
田
三
十
連
隊
へ
兵
士
の
健
康

を
視
察
に
行
っ
た
時
、
元
藩
士
の
清
水
廣
博
に
琴
臺
の
碑
文
制
作
を
依
頼
さ

れ
た
。
鷗
外
は
自
分
の
歴
史
小
説
の
素
材
と
し
て
琴
臺
の
『
先
哲
叢
談 

後

編
』『
先
哲
叢
談 

続
編
』を
利
用
し
て
い
た
の
で
こ
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
。

後
に
鷗
外
は
、
こ
の
清
水
廣
博
の
こ
と
を
日
記
に
も
記
し
て
い
る
。

〇
大
正
九（
一
九
二
〇
）年　

三
月
十
三
日

注
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土
。
晴
。
参
寮
。
五
味
均
平
、
清
水
廣
博
、
弟
潤
三
郎
至
。
清
水

東
條
琴
臺
門
人
也
。
年
七
十
九
。

　
（「
委
蛇
録
」（
大
正
九
年
庚
申
日
記
）『
鷗
外
全
集　

第
三
十
五
巻
』）

以
上
、
直
接
、
東
條
琴
臺
と
対
面
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
親
交
が
あ
っ

た
西
園
寺
公
望
は
積
極
的
に
扁
額
の
揮
毫
の
依
頼
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る

が
、
鷗
外
の
場
合
は
、
発
起
人
の
西
尾
豊
作
や
清
水
廣
博
か
ら
の
依
頼
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
る
こ
と
が
な
か
っ
た
東
條
琴
臺
の
碑
文
の
作

成
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
先
の
鷗
外
の
『
寿
阿

弥
の
手
紙
』
の
一
節
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
師
岡
未
亡
人
石
が
親
戚
で
あ
る
が

ゆ
え
に
東
條
琴
臺
の
文
書
を
委
託
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
親
戚
（
孫
）
の
下

田
に
譲
ら
れ
た
経
緯
も
記
し
て
い
た
。
渋
江
抽
斎
に
演
劇
を
開
眼
さ
せ
た
と

い
う
寿
阿
弥
が
書
い
た
手
紙
か
ら
、
そ
の
背
景
を
探
る
、
鷗
外
の
優
れ
た
歴

史
家
と
し
て
の
資
質
も
感
じ
ら
れ
る
、
史
伝
的
な
作
品
の
中
で
、
石
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
の
親
戚
で
あ
る
東
條
琴
臺
を
よ
く
知
ら
な

い
と
は
言
い
つ
つ
、
鷗
外
が
関
心
を
寄
せ
な
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ

こ
に
は
「
下
田
歌
子
さ
ん
」
と
、
下
田
も
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
碑
文

の
制
作
を
引
き
受
け
る
契
機
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

鷗
外
に
は
榊
原
事
件
へ
の
関
心
も
あ
り
、
依
頼
を
引
き
受
け
る
に
十
分
な
内

的
な
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

『
信
越
紀
行
』に
記
さ
れ
て
い
た
父
祖
意
識
、
祖
父
へ
の
思
い
が
二
十
二
年

後
に
石
碑
と
い
う
形
と
な
っ
て
結
実
し
た
と
も
言
え
、
下
田
の
感
慨
も
ひ
と

し
お
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
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注1	

柳
田
泉
は
、『
香
雪
叢
書
第
一
巻
』
所
収
の
『
信
越
紀
行
』
に
つ
い
て
、
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

	

「
女
史
（
下
田
歌
子
―
稿
者
注
）
一
代
の
著
作
集
を
『
香
雪
叢
書
』
と
い
ふ
。（
中

略
）
然
し
源
氏
物
語
講
義
よ
り
も
吾
等
に
は
そ
の
第
一
巻
の
日
記
の
方
が
面
白

い
。
そ
こ
に
は
所
々
に
彼
女
の
社
会
的
関
心
、
労
働
女
性
へ
の
同
情
、
労
資
問

題
の
憂
慮
が
見
え
て
ゐ
る
か
ら
だ
。」

	

（『
随
筆　

明
治
文
学　

3
人
物
篇
・
叢
話
篇
』「
女
性
作
家
七
人
語
」（
柳
田
泉

『
随
筆
明
治
文
学
』、
春
秋
社
、
昭
和
十
一
・
一
九
三
六
年
）、『
随
筆
明
治
文

学
』谷
川
恵
一
他
校
訂
、
東
洋
文
庫
、
平
成
十
七
・
二
〇
〇
五
年
。）

2	

下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
・
登
録
番
号
Ｓ
７
４
２
８

	

（
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
「
年
報
」
第
8
号
・
新
資
料
紹
介
、
令
和

四
・
二
〇
二
二
年
）。

3	

幕
末
の
漢
学
者
松
本
万
年
の
長
女
。
武
蔵
秩
父
郡
（
埼
玉
県
）
出
身
。
明
治
八

（
一
八
七
五
）
年
女
子
師
範
教
授
と
な
り
、
秋
田
県
女
子
師
範
学
校
教
頭
な
ど

を
歴
任
し
た
。
下
田
歌
子
と
と
も
に
帝
国
婦
人
協
会
の
設
立
や
実
践
女
学
校
の

創
立
に
尽
力
し
た
。『
太
陽
』「
家
庭
叢
談
」（
第
五
巻
第
二
十
二
号
・
明
治
三
十

二
年
十
月
五
日
）に
は
、
下
田
の「
松
本
荻
江
女
史
逝
く
」が
掲
載
さ
れ
た
。
ま

た
、
十
三
回
忌
に
頒
布
さ
れ
た『
松
本
荻
江
刀
自
遺
稿　

荻
乃
枯
葉
』（
私
家
版
、

明
治
四
十
四
・
一
九
一
一
年
）
に
は
、
下
田
が
記
し
た
詳
細
な
伝
記
「
は
し
が

き
」（
明
治
四
十
四
年
九
月
初
旬
）
が
載
り
、
下
田
と
同
行
し
た
信
越
紀
行
の
際

に
詠
ん
だ
三
首
を
収
載
す
る
。
な
お
、『
信
越
紀
行
』
は
荻
江
（
子
）
詠
四
首
を

載
せ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
首
が
共
通
し
、
他
の
二
首
は
未
収
載
で
あ
る
。
一
八

五
一
―
一
八
九
九
。

4	

楜
澤
龍
吉
『
郷
土
を
拓
い
た
戦
国
武
将　

平
尾
守
芳
と
そ
の
一
統
』（
櫟
、
昭
和

六
十
二
・
一
九
八
七
年
）。
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5	

下
田
歌
子
は
、
明
治
二
十
六(

一
八
九
三)

年
九
月
十
日
か
ら
約
二
年
間
渡
航

す
る
が
、
そ
の
際
に
同
行
し
た
堀
江
義
子
編
の
『
修
身
絵
と
き
』「
孝
之
巻
」
下

田
歌
子
閲
）「（
春
陽
堂
・
明
治
二
十
七
年
）に
は
、「（
廿
七
）琴
臺
、
兒
孫
を
戒

む
。」
と
し
て
東
條
琴
臺
が
幼
少
時
の
下
田
歌
子
に
「
節
倹
と
は
、
人
に
恵
む
べ

き
物
を
惜
む
い
ひ
に
は
あ
ら
ず
し
て
冗
費
を
省
く
に
あ
り
」
と
説
く
、『
徒
然

草
』で
有
名
な
松
下
禅
尼
の
教
え
に
も
似
る
と
す
る
逸
話
を
載
せ
て
い
る
。

6	

「
中
々
に
」
の
歌
は
『
松
代
青
年
会
雑
誌
』（
62
、
明
治
三
十
五
・
一
九
〇
二
年
、

附
録
）
所
収
、（
上
條
宏
之
『
富
岡
日
記
の
誕
生
―
富
岡
製
糸
場
と
松
代
工
女 

民
衆
史
再
耕
』龍
鳳
書
房
、
令
和
三
・
二
〇
二
一
年
）。

7	

西
尾
豊
作
『
東
條
琴
台
』（
東
京
堂
書
店
、
大
正
七
・
一
九
一
八
年
）。
岩
村
歴

史
資
料
館
蔵
、
巌
邑
小
学
校
旧
蔵（
大
正
八
年
、
第
一
七
〇
九
号
）。

8	

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
11『
古
今
和
歌
集
』（
小
学
館
、
平
成
六
・
一
九
九
四
年
）。

9	

寛
保
元
・
一
七
四
一
年
、
播
磨
姫
路
藩
十
五
万
石
第
三
代
藩
主
・
榊
原

政
ま
さ
み
ね

岑
（
一
七
一
三
―
一
七
四
三
）
が
身
請
け
し
た
高
尾
太
夫
（
江
戸
時
代
、
新
吉
原

の
三
浦
屋
に
抱
え
ら
れ
た
遊
女
の
代
表
的
な
源
氏
名
。
こ
こ
は
、
榊
原
高
尾
、

越
後
高
尾
を
指
す
）を
、
国
も
と
の
姫
路
城
内
に
住
ま
わ
せ
た
。
こ
の
一
件
は
、

德
川
吉
宗
の
質
素
倹
約
を
旨
と
す
る
「
享
保
の
改
革
」
に
触
れ
、
榊
原
家
は
要

地
で
あ
る
姫
路
か
ら
、
懲
罰
転
封
先
と
し
て
知
ら
れ
た
越
後
高
田
へ
転
封
を
命

じ
ら
れ
た
事
件
。
高
尾
太
夫
は
隠
居
し
た
政
岑
に
伴
わ
れ
、
高
田
城
内
に
住
ん

だ
が
、
政
岑
の
死
後
は
上
野
池
の
端
の
榊
原
家
下
屋
敷
に
住
ん
だ
。
剃
髪
し
て

連
昌
院
と
号
し
た
。

10	

神
木
ま
な
み「
森
鷗
外「
青
年
」に
描
か
れ
る
高
畠
詠
子
に
つ
い
て
―
下
田
歌
子

『
良
妻
と
賢
母
』『
婦
人
常
識
訓
』 

と
の
比
較
か
ら
見
え
る
も
の
―
」（
実
践
女
子

大
学
人
間
社
会
学
部
紀
要
14
、
平
成
三
十
・
二
〇
一
八
年
）ほ
か
。

11	

小
林
修「
東
條
琴
臺
・
下
田
歌
子
と
森
鷗
外
」（「
り
ん
ど
う
」38
、
実
践
国
文
科

会
、
平
成
二
十
五
・
二
〇
一
三
年
）。

12	

実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
図
書
館
蔵　

下
田
資
料

	

出
納
番
号
２
９
５
４
。
他
に
、
拓
本
（
書
幅
）
が
、
下
田
資
料
・
出
納
番
号
５

２
１
０
に
あ
る
。
な
お
、
森
鷗
外
寄
贈
「
琴
台
東
條
先
生
之
碑
」
拓
本
が
、
東

京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
森
林
太
郎
撰
、
中
根
半
湖
書
、
西
園
寺

公
望
篆
題
、
大
正
九
・
一
九
二
〇
年
、 

B
―
２
０
３
１
）。
中
根
半
湖
は
、
名
を

興
。
祖
父
・
半
仙
、
父
・
半
嶺
の
三
代
続
く
書
家
。
父
・
半
嶺
に
書
を
、
漢
学

を
島
田
篁
村
に
、
漢
詩
を
大
沼
枕
山
に
学
び
、
隷
書
や
楷
書
を
得
意
と
し
た
。

13	

実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
図
書
館
所
蔵　

下
田
資
料

	

出
納
番
号
２
９
５
４
。

14	

㈠
～
㈦
の
引
用
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。

15	

岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
・
一
九
七
五
。
な
お
、
以
下
『
鷗
外
全
集
』
の
引
用
は
、

旧
字
体
を
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。

16	

『
随
筆
西
園
寺
公
』（
小
泉
三
申
全
集
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
十
四
・
一
九

三
九
年
）。

17	

注
7
に
同
じ
。

	

口
絵
に
は
、
下
田
歌
子
の
自
筆
色
紙
和
歌
「
お
と
つ
る
　ゝ

外
山
の
ミ
ね
の　

ま
つ
風
に　

絶
え
し
緒
琴
も　

音
を
や
立
つ
ら
ん　

歌
子
」
も
掲
載
さ
れ
て
い

る【
図
4
】。
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【
図
4
】『
東
條
琴
臺
』口
絵「
下
田
歌
子
　
お
と
つ
る
ゝ
　
短
歌
」

18	

引
用
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。

19	

岩
波
書
店
、
平
成
十
三
・
二
〇
〇
一
年
。

20	

村
山
和
夫
著
・
石
塚
正
英
編
『
頸
城
野
近
代
の
思
想
家
往
還
』（
社
会
評
論
社
、

平
成
二
十
九
・
二
〇
一
七
年
）。

21	

鷗
外
全
集
刊
行
会
、
大
正
十
二
・
一
九
二
三
年
。

22	

岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
・
一
九
七
五
年
。

23	

内
山
知
也
「
先
儒
祭
墓
前
講
話　

東
條
琴
台
の
生
涯
と
『
先
哲
叢
談
後
編
』『
先

哲
叢
談
続
編
』
の
成
立
に
つ
い
て
」（「
斯
文
」118
、
平
成
二
十
一
・
二
〇
〇
九

年
）。

24	

注
20
に
同
じ
。

25	

注
15
に
同
じ
。

26	

清
水
廣
博
が
記
し
た
「
下
田
女
史
か
平
尾
家
祖
先
の
御
は
な
し
筆
記
」
は
、「
琴

臺
東
條
先
生
之
碑
」建
立
に
際
し
、
平
板
印
刷
し
て
配
布
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
清
水
廣
博
の
「
琴
臺
東
條
先
生
建
碑
除
幕
式
式
辞
」
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
翻
字
し
て
そ
れ
を
示
す
。
な
お
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。

　
　

下
田
女
史
か
平
尾
家
祖
先
の
御
は
な
し
筆
記

平
尾
家
は
清
和
源
氏
に
て
戦
国
時
代
平
尾
伯
耆
な
る
者
武
田
家

に
属
せ
り
と
の
み
に
て
祖
先
詳
か
な
ら
さ
り
し
か
今
に
至
り
て

発
顕
せ
り
祖
先
は
新
羅
三
郎
義
光
よ
り
出
で
て
久
し
く
信

州
に
住
せ
り
此
の
間
系
図
連
綿
と
し
て
存
す
武
田
家
に
属
し

た
る
頃
は
信
州
国
佐
久
郡
に
居
城
あ
り
平
根尾（
朱
）横
尾根（
朱
）の
二
個
村
に

跨
り
し
を
維
新
の
頃
二
村
を
合
し
て
平
根
村
と
称
し
城
跡
の
あ

る
所
は
字
平
尾
と
い
ふ
伯
耆
良
信
の
曽
孫
守
芳
仏
教
を
信

し
曹
洞
宗
の
一
寺
院
を
上
平
尾
に
建
立
し
守
芳
院
と
い
ふ
墓
地

は
城
外
に
あ
り
し
由
な
れ
と
も
多
く
は
度
々
の
戦
場
に
荒
れ
て

僅
に
存
せ
る
も
の
を
院
の
地
内
に
引
け
り
而
し
て
其
の
附
近
の
村
々

ハ
平
尾
氏
之
を
支
配
せ
し
も
の
ゝ
こ
と
し
勝
頼
か
天
目
山
に
て
生

害
武
田
家
の
没
落
と
共
に
平
尾
家
も
断
絶
し
て
当
時
幼

少
の
子
ら
は
散
り
〳
〵
に
流
浪
そ
の
内
の
一
人
の
子
孫
即
ち

守
芳
の
子
転
々
し
て
美
濃
国
岩
村
藩
に
奉
仕
平
尾
半

左
衛
門
と
称
し
爾
後
継
承
し
て
維
新
に
及
へ
り
さ
て
平
尾

家
は
潰
れ
た
る
も
守
芳
院
は
あ
と
に
残
り
平
尾
家
の
供

養
を
世
々
絶
え
す
執
行
し
伝
へ
て
今
日
に
及
へ
り
当
住
職
岡

本
氏
の
篤
志
其
の
平
尾
家
の
末
葉
を
さ
か
す
に
当
り
歌
子

は
平
尾
家
の
出
な
り
と
き
ゝ
来
り
て
此
事
を
つ
く
茲
に
初
て

其
の
由
来
を
知
る
こ
と
を
得
た
り
是
非
参
拝
せ
よ
と
の
勧

め
に
依
り
繁
務
の
う
ち
を
御
願
申
上
げ
今
年
四
月
廿
三
日

立
越
し
た
り
し
に
村
の
人
々
は
旧
主
の
来
臨
と
し
て
途
に
む
か
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へ
案
内
に
つ
れ
守
芳
院
に
至
れ
ハ
曹
洞
宗
に
て
さ
の
み
大
寺
と
い

ふ
に
ハ
あ
ら
ね
と
相
当
の
建
物
に
て
開
基
即
ち
祖
先
の
位
牌

も
あ
り
又
証
拠
と
な
る
へ
き
品
も
少
な
か
ら
ず
全
く
城
郭
の
う

ち
に
あ
り
し
も
の
ゝ
由
寺
ハ
山
の
半
腹
に
在
り
て
い
か
さ
ま
城
の

跡
と
見
ゆ
る
所
な
り
法
会
を
営
み
携
へ
し
菓
子
実
ハ
特
に
女

史
に
御
下
賜
の
品
を
供
へ
村
の
人
々
も
皆
参
詣
し
昔
を
思
ふ

志
の
篤
き
そ
の
さ
ま
の
質
朴
殊
勝
な
る
そ
ゝ
ろ
に
感
涙
を
催

し
た
り
氏
神
の
外
に
平
尾
大
社
正
八
幡
と
い
ふ
あ
り
是
は
祖

先
か
特
に
氏
の
神
と
し
て
祭
り
し
も
の
ゝ
由
現
在
の
殿
宇
も

守
芳
か
再
建
せ
し
も
の
な
り
し
と
此
村
は
信
越
線
御
代
田

駅
よ
り
東
北
の
方
へ
入
る
こ
と
二
里
余
の
所
に
あ
り
き

　
　

右
は
誠
に
目
出
度
御
物
語
聞
く
た
に
う
れ
し
く
そ
の

　
　

ま
ゝ
を
記
し
て
歓
ひ
を
わ
か
つ
と
云
ふ

　
　
　

大
正
九
年
四
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
廣
博

【
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
図
書
館
蔵　

下
田
資
料

 

出
納
番
号
２
９
４
９
、
縦
二
十
五
・
五
㎝
×
横
五
十
一
・
六
㎝
】

　
「
琴
臺
東
條
先
生
建
碑
除
幕
式
式
辞
」　

　
　

式
辞

維
時
大
正
十
年
五
月
二
十
二
日
琴
臺
東
條
先
生
ノ
碑
竣
功
ヲ
告
ケ
除
幕
ノ
式
ヲ

挙
行
ス
謹
ン
テ
按
ス
ル
ニ
先
生
名
ハ
信
耕
字
子
蔵
文
左
衛
門
ト
称
シ
末
年
源
右

衛
門
ト
改
ム
父
享
哲＊

本
国
ハ
信
濃
ニ
シ
テ
江
戸
ニ
住
シ
医
ヲ
業
ト
ス
先
生
ハ
寛

政
七
年
六
月
ヲ
以
テ
生
レ
幼
名
○
義
蔵
ヲ○
ト
イ
フ
四
書
五
経
ヲ
父
ニ
受
ケ
十
五

六
歳
ニ
シ
テ
伊
東
藍
田
倉
成
龍
渚
尾
藤
二
洲
山
本
北
山
亀
田
鵬
齊
等
ニ
就
キ
学

フ
ト
雖
モ
専
ラ
太
田
錦
城
ニ
師
事
シ
青
年
已
ニ
頭
角
ヲ
顕
ハ
ス
偶
々
美
濃
岩
村

藩
ノ
文
臣
平
尾
鍬
蔵
子
ナ
ク
嗣
子
ノ
選
ヲ
太
田
錦
城
ニ
求
ム
錦
城
先
生
挙
ク
文

政
十
年
二
十
三
歳
ニ
シ
テ
平
尾
家
ニ
入
リ
鍬
蔵
ノ
三
女
貞
子
ヲ
配
ト
シ
鍒
蔵
ヲ

生
ム
幾
モ
ナ
ク
故
ア
ツ
テ
一
家
ノ
合
意
ニ
依
り
先
生
ハ
平
尾
家
ヲ
辞
去
シ
独
立

セ
ラ
ル
其
遺
子
鍒
蔵
氏
ノ
長
女
セ
キ
子
ハ
即
チ
今
ノ
下
田
歌
子
女
史
ナ
リ
先
生

ハ
又＊

林
家
ノ
門
ニ
入
リ
尋
テ
幕
府
ニ
仕
ヘ
又
辞
シ
テ
民
間
ニ
下
リ
文
人
墨
客
ヲ

集
メ
書
画
会
ヲ
酒
楼
ニ
開
キ
シ
故
ヲ
以
テ
林
家
ノ
破
門
ヲ
受
ク
是
ニ
於
テ
再
ヒ

朝
野
ノ
文
士
ヲ
招
キ
大
ニ
宴
ヲ
張
ル
世
之
ヲ
破
門
会
ト
称
シ
名
声
大
ニ
揚
ル
専

ラ
意
ヲ
著
述
ニ
用
ヒ
ラ
レ
数
十
種
ニ
及
フ
其
最
タ
ル
モ
ノ
ヲ
先
哲
叢
談
続
編
ト

ナ
ス
博
聞
強
記
実
ニ
非
凡
ノ
人
ト
謂
フ
ヘ
シ
当
時
榊
原
家
ニ
於
テ
明
史
稿
ヲ
上

梓
シ
儒
臣
ヲ
召
シ
テ
之
カ
訓
点
ヲ
為
サ
シ
メ
ラ
ル
ヽ
ニ
当
リ
先
生
ヲ
聘
シ
テ
寛

永
系
譜
三
百
七
十
四
巻
ノ
校
訂
ヲ
命
セ
ラ
ル
藩
主
政
令
公
先
生
ノ
非
凡
ナ
ル
ヲ

知
リ
先
生
モ
亦
其
知
遇
ニ
感
シ
終
ニ
弘
化
四
年
榊
原
家
ニ
臣
属
セ
ラ
ル
翌
嘉
永

元
年
伊
豆
七
嶋
図
考
ヲ
編
シ
尋
テ
刻
成
ル
其
三
年
之
カ
為
ニ
幕
府
ニ
譴
責
セ
ラ

ル
四
年
五
月
依
然
江
戸
ニ
留
メ
テ
ハ
更
ニ
累
ノ
及
ハ
ン
コ
ト
ヲ
察
知
シ
幕
府
ニ

請
ウ
テ
先
生
ヲ
高
田
ニ
下
シ
謹
慎
セ
シ
メ
ラ
ル
先
生
ノ
安
全
ナ
リ
シ
ハ
之
カ
為

ナ
リ
又
先
生
ヲ
高
田
ニ
下
サ
レ
シ
ハ
尚
他
ニ
理
由
ア
リ
シ
カ
如
ク
推
察
セ
ラ
ル

其
ハ
当
時
高
田
ハ
程
朱
ノ
学
行
ハ
レ
専
ラ
彝
倫
ノ
道
ヲ
講
シ
自
然
経
済
ノ
道
ニ

踈
ク
時
勢
ニ
副
ハ
サ
ル＊

ノ
憾
ア
リ
之
カ
改
善
指
導
ノ
為
ニ
ハ
ア
ラ
サ
リ
シ
カ
然

レ
共
因
襲
ノ
久
シ
キ
容
易
ニ
移
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
却
テ
敬
遠
主
義
ニ
傾
キ

先
生
モ
忌
憚
ナ
ク
意
見
ヲ
吐
露
シ
果
ハ
暴
言
ニ
渉
ル
事
ア
リ
以
上
ノ
情
勢
ナ

ル
ヨ
リ
藩
士
ノ
門
人
ハ
極
メ
テ
少
ナ
ク
市
在
ノ
門
人
ニ
対
シ
テ
ハ
経
済
ノ
実
功

ヲ
説
キ
大
八
車
ノ
行
ハ
レ
シ
モ
実
ニ
先
生
ノ
指
導
ニ
依
ル
是
レ
市
在
ニ
門
人
ノ

多
カ
リ
シ
所
以
ナ
ラ
ム
時
勢
ハ
安
政
文
久
元
治
ト
進
行
シ
先
生
ノ
所
説
モ
着
々

実
現
ス
ル
ニ
至
リ
漸
次
信
用
ヲ
高
メ
文
久
年
間
将
軍
○
上
洛
榊
原
家
先
駆
ニ
当

リ
家○
先
生
ノ
扈
従
ヲ
必
要
ト
シ
内
願
ア
リ
シ
モ
幕
府
之
ヲ
許
サ
レ
サ
リ
キ
慶
応

年
間
藩
学
ヲ
興
ス
ニ
当
リ
先
生
ヲ
シ
テ
之
カ
館
長
タ
ラ
シ
ム
庶
民
ヨ
リ
倉
石
典

太
ヲ
挙
ケ
教
官
タ
ラ
シ
メ
タ
ル
モ
先
生
与
テ
力
ア
リ
シ
カ
如
シ
先
生
モ
漸
ク
発

展
ノ
緒
ニ
就
キ
タ
リ
シ
ニ
維
新
ノ
始
メ
早
ク
モ
政
府
二
召
サ
レ
宣
教
少
博
士
ト

為
リ
尋
テ
亀
戸
ノ
祠
官
ト
ナ
リ
後
年
不
幸
失
明
シ
明
治
十
一
年
八
十
四
ヲ
以
テ

東
京
神
田
ニ
歿
セ
ラ
ル
先
生
ノ
榊
原
家
ニ
縁
ア
ル
ト
高
田
ハ
先
生
ノ
災
禍
ヲ
免
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カ
レ
シ
メ
タ
ル
再
生
ノ
紀
（
マ
マ
）念
地
タ
ル
ト
ヲ
以
テ
碑
ヲ
茲
ニ
建
テ
永
遠
ニ
其
名

声
ヲ
伝
ヘ
ン
ト
欲
シ
大
正
八
年
之
ヲ
発
企
セ
シ
カ
朝
野
名
士
ノ
賛
助
ヲ
得
テ
今

全
ク
成
リ
旧
城
外
神
祠
ノ
前
鬱
々
タ
ル
樹
林
ノ
間
豊
碑
ノ
巍
立
ス
ル
ヲ
見
ル
而

シ
テ
外
孫
下
田
女
史
ハ
来
高
シ
テ
其
幕
ヲ
除
カ
レ
朝
野
貴
賓
ノ
来
臨
ヲ
辱
ウ
セ

シ
ハ
発
起
者
及
会
員
一
同
ノ
深
ク
感
謝
ス
ル
所
ナ
リ
聊
蕪
言
ヲ
陳
シ
テ
式
辞
ト

ス大
正
十
年
辛
酉
年
五
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　

門
人　

従
六
位
勲
六
等
清
水
廣
博

【
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
図
書
館
蔵　

下
田
資
料

出
納
番
号
２
９
５
４
、
仮
綴
、
縦
二
十
四
・
三
㎝
×
横
十
六
・
六
㎝
】　

（
＊
を
付
し
た
箇
所
は
虫
損
の
た
め
、
注
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Shin-Etsu Kiko and Utako Shimoda’s Awareness of  the Ancestors:

Thoughts on the Erection of  Tojo Kindai’s Inscription

KUBO Takako

The travel journal Yomogimugura was compiled as Kosetsu Sosho, Vol. 1, A Collection of  Utako 

Shimoda’s Handpicked Writings (November 1932, Jissen Girls’ School Publishing). It contains 20 

travelogues and essays written by Shimoda. The book contains Shin-Etsu Kiko and Shin-Etsu 

Kiko Koki (postscript). These include hinamino nikki (journal), a set of  diaries covering the 30 

days from August 9 to September 7, 1899. Shin-Etsu Kiko comprises 80 tanka poems (58 by 

Shimoda and 22 by others), while Shin-Etsu Kiko Koki includes 26 (22 by Shimoda and four by 

others). Although researchers occasionally mention Shin- Etsu Kiko in Shimoda’s biographies and 

other similar materials, no discussion has focused on the writing. This paper analyzes the work 

to explore Shimoda’s whereabouts and practices at the time of  the founding of  the Imperial 

Women’s Association and considers her awareness of  the ancestors underlying it.


